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＜参考＞ 弊社調査における計測ルール

＜本調査計測ルール＞

施設カテゴリー名 曜⽇ 時間帯 （24時表記） 場所

イベント・スポーツ会場 全⽇ 10：00-18：00 正⾯⼊⼝前（チケット販売所が近い地点、ホームチーム側）
※イベントが差開催されている場合がベストであるが、イベント等が開催されていなくても可

ビジネス街・オフィス街 平⽇ 9:00-18：00 ビジネス・オフィス街の主要駅を降りて外、またはオフィスビル
レジャースポット・テーマパーク 全⽇ 10：00-17：00（閉館⽇は避ける） 施設⼊⼝前

ホテル・宿泊施設 全⽇ 9:00-19:00(20:00まで) ホテルエントランス/ロビー、レストラン、宴会場等
⾼層タワーのタイプは「⾼層ビル・タワー・展望施設」のルールに従う

観光地 全⽇ 9:00-19:00(20:00まで) ⼊園時間等、観光できる時間。⼊場券発売所、⼊⼝等

買い物スポット・ショッピングモール 全⽇ 11：00-17：00（定休⽇は避ける）
建物正⾯⽞関前（不明な場合、最も使⽤される⼊⼝）、モールの場合中⼼地広場。
商店街等の場合、商店街で⼀番⼈の集まる場所もしくはメインとなる商店街の⼊り⼝（例
えば駅に近い⼊り⼝）

繁華街 全⽇ 9:00-19:00(20:00まで) 繁華街⼊⼝、メインとなる場所
待ち合わせスポット 全⽇ 9:00-19:00(20:00まで) 著名な待ち合わせスポット前、近辺

駅 全⽇ 10：00-19：00 
ホーム上、⼤型駅は⼀番主要な改札⼝出た場所（待ち合わせイメージ）の２か所
※ 駅ホームは電⾞を待っている環境とするため、ホームから電⾞が出た後に計測
※ 朝の通勤時間帯（ラッシュアワー）は、通勤者の邪魔を考慮し、時間帯を外す

空港 全⽇ 9：00-19：00 セキュリティゲート⼊り⼝⼿前、到着待ち合わせ⼝近辺。国際はチェックイン前。
PA/SA・道の駅 全⽇ 9：00-19：00 建物外、休憩所または売店の前
官公庁 平⽇ 10：00-17：00 正⾨の⼊り⼝付近

⼤学 平⽇ 10：00-17：00 学⾷/⽣協等の学⽣の集まる場所 学⽣以外の利⽤ができない場合などは正⾨の⼊り⼝
付近

複合施設 全⽇ 9:00-19:00(20:00まで) 複合施設⼊⼝、メインエントランス、中⼼となる施設⼊⼝

⾼層ビル・タワー・展望施設 全⽇ 各施設に準拠 ⾼層ビル・タワー・展望施設カテゴリーに該当する施設は、展望室/スペース、展望レストラン
等のある⾼層階で計測

ウォーターパーク・海⽔浴場 全⽇ レジャースポット・テーマパークに準拠
10：00-17：00（閉館⽇は避ける）

ウォータパークについては開園時間。計測個所は施設⼊⼝
海⽔浴場は、海⽔浴施設（海の家設営場所近辺、ビーチ中央等）
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参考資料 4 計測結果の抽出方法（イード） 
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参考資料 5 計測サーバの選択方法（イード） 

 

資料 2-4 より抜粋（株式会社イード） 

 

 

参考資料 6 同時計測数の制限方法（イード） 

 
資料 2-4 より抜粋（株式会社イード） 
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資料 3-3 より抜粋（株式会社野村総合研究所） 
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資料 1-4 より抜粋（株式会社野村総合研究所） 
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資料 3-3 より抜粋（株式会社野村総合研究所） 
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資料 1-4 より抜粋（株式会社野村総合研究所） 

 



6 
 

参考資料 11 アメリカにおける速度計測の目的 

 
資料 3-3 より抜粋（株式会社野村総合研究所） 

 

 

参考資料 12 アメリカにおける計測アプリのソースコード 

 
資料 2-1 より抜粋（株式会社野村総合研究所） 
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参考資料 13 計測を実施する都市の選定方法例 

 
資料 3-2 より抜粋 

 

 

参考資料 14 都市ごとの計測メッシュ数の考え方（案） 

 
資料 3-2 より抜粋 

 

計測を実施する都市の選定方法例

４

北九州市
福岡市
佐賀市
長崎市
熊本市
大分市
宮崎市
鹿児島市
那覇市

新潟市
富山市
金沢市
福井市
甲府市
長野市
岐阜市
静岡市
浜松市
名古屋市

札幌市
青森市
盛岡市
仙台市
秋田市
山形市
福島市

【北海道・東北（7）】

【関東（8+1）】

水戸市
宇都宮市
前橋市
さいたま市
千葉市
特別区部
横浜市
川崎市
相模原市

【中部（10）】

【近畿（8）】

津市
大津市
京都市
大阪市
堺市
神戸市
奈良市
和歌山市

【中国（5）】

鳥取市
松江市
岡山市
広島市
山口市

【四国（4）】

【九州・沖縄（9）】

徳島市
高松市
松山市
高知市

○各地方から都市をランダムに規定数選定。

○規定数は実証実験の結果を踏まえて最終決定するが、
例えば都市数を３で除した数とし、特別区部は毎回含まれ
るようにすることが考えられる。（合計１５都市）

２都市

３都市

１都市

３都市

特別区
＋

２都市

２都市

１都市

政令指定都市、県庁所在地（特別区を含む。）一覧

○ 計測を行う15都市を選定した上で、選定した都市を対象に、一例として、人口に応じて500メッシュを按分する。

○ なお、傾斜をかけたときに一つの都市における計測メッシュ数が著しく少ない場合、最低限の計測数（15メッシュ）を割り振
ることとする。→計測メッシュ数は以下のケースの場合、542メッシュとなる。

○ 計測箇所は、

542（メッシュ）×３（メッシュごとの計測ポイント）＝1626（箇所）

となり、フランスの1638箇所とほぼ同数※。

※ フランスは、国土が日本の倍程度（日本：377,914km2、フランス：632,759km2）である一方、人口は日本の半分程度（日本：約12,806万人（2010
年） 、フランス約6,108万（2007年））。計測箇所数については、実証実験の結果を踏まえて最終決定することとする。

６

都市ごとの計測メッシュ数の考え方（案）

都道府県庁所在地 人 口
人口で

メッシュ数を按分
各都市

15メッシュを確保

東京都 特別区 8,945,695 177 177
神奈川県 横浜市 3,688,773 73 73
大阪府 大阪市 2,665,314 53 53
北海道 札幌市 1,913,545 38 38
兵庫県 神戸市 1,544,200 31 31
福岡県 福岡市 1,463,743 29 29
千葉県 千葉市 961,749 19 19
新潟県 新潟市 811,901 16 16
熊本県 熊本市 734,474 15 15
愛媛県 松山市 517,231 10 15
長野県 長野市 381,511 8 15
沖縄県 那覇市 315,954 6 15
青森県 青森市 299,520 6 15
鳥取県 鳥取市 197,449 4 15
静岡県 浜松市 800,866 16 16

【計測メッシュ数の試算例】


